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シルバー消費社会形成援助事業について
H30.5.16

公益財団法人地域社会振興財団から交付される長寿社会づくりソフト事業費交付金を活
用して市町村消費者問題研究協議会等が実施する高齢消費者の被害防止や高齢消費者に対
する啓発活動を目的とした事業に対して補助を行っている。

事業実施主体：市町村消費者問題研究協議会等（西ノ島町と知夫村以外の１７市町）
補助金の総額：平成 27年度 １，６２７千円

平成 28年度 １，６２７千円
平成 29年度 １，６２７千円

①消費生活に関する講座、学習会、講演会等
テーマの例
・食品ロスの削減に向けて
・「消費者市民社会」について
・最近の消費者トラブル事例とその対策
・新洗濯表示について
・悪質商法の事例とその対処法について
・特殊詐欺の防止について
・消費者被害の現状について
・大型店舗との意見交換会
・マイナンバー制度について
・知っておきたい！相続・遺言
・電力自由化について

②消費者トラブルの早期発見及び拡大防止のための活動
・高齢者向けの電話勧誘や訪問販売による消費者被害を防止するため、注意喚起ポス
ター及びチラシを作成

・特殊詐欺被害防止用啓発チラシを作成
・振り込め詐欺防止啓発活動 タペストリーの展示

③消費生活に関する情報の発信
・消費者被害防止アピール活動

市内のスーパー店頭等において消費生活・消費者問題に関する啓発グッズの配布
・情報誌の発行

会員に配布または市民に向け、市役所等関係機関窓口に設置して配布。
・消問研ニュースの発行
・チラシの配布

高齢者向けの悪徳商法被害防止チラシを全戸に配布
・町内イベント等で啓発グッズ配布

公民館単位のイベントで啓発グッズを配布
悪質商法撃退カレンダー、悪質商法撃退防止シールを配布
キャリーファイル「高齢者を狙った悪質商法が増えています！」の作成

・「くらしの豆知識」を高齢者に配付
・消費生活に係る啓発用品の配付

振り込め詐欺等被害防止シール「あやしい電話に注意」を全世帯に広報紙と一緒
に配付

④環境に配慮した消費生活のための活動
・地産地消の調理実習

環境に配慮した食生活
・着物を再利用して防災頭巾を作成
・リサイクル、リフォームファッションショー


